
(57)【要約】

　【課題】　開口が小さい場合にも見かけ上の量子化精

度を向上させることで、ダイナミックレンジの広い、画

質の良好な画像を得ることができる超音波診断装置を提

供する。

　【解決手段】　開口が小さい場合に、クロスポイント

スイッチ（ＣＰＳ）３により、反射体からの距離が等し

く同じ遅延時間を有する受信信号ｃとｆ（ｄとｅ）が加

算され、同一の出力信号ＢとＤ（ＡとＣ）が２つのＡ／

Ｄ変換器によりディジタル信号に変換される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 振 動 子 が 配 列 さ れ た 配 列 振 動 子 と 、 前 記 配 列 振 動 子 の う ち 使 用 す る 複 数 の 振 動 子 を
選 択 す る 複 数 の ス イ ッ チ と 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 複 数 の 振 動 子 か ら の 受 信 信
号 の う ち 同 一 の 遅 延 時 間 が 与 え ら れ 遅 延 加 算 処 理 が 適 用 さ れ る 信 号 を 加 算 す る ク ロ ス ポ イ
ン ト ス イ ッ チ と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ を 制 御 し 、 加 算 す べ き 入 力 信 号 と 、 加 算 さ
れ た 信 号 の 出 力 先 を コ ン ト ロ ー ル す る 制 御 手 段 と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り 加
算 さ れ た 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 と 、 前 記 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換
器 か ら の デ ィ ジ タ ル 信 号 を 遅 延 加 算 す る ビ ー ム フ ォ ー マ と を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 複 数 の ス イ ッ チ に よ る 前 記 複 数 の 振 動 子 の 選 択 に よ り 設 定 さ れ る 開 口 が そ の 装 置 で
実 現 可 能 な 最 大 開 口 に 比 較 し て 小 さ い 場 合 に 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ か ら の 一 つ の
出 力 信 号 が 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 の 振 動 子 が 配 列 さ れ た 配 列 振 動 子 と 、 前 記 配 列 振 動 子 の う ち 使 用 す る 複 数 の 振 動 子 を
選 択 す る 複 数 の ス イ ッ チ と 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 複 数 の 振 動 子 か ら の 受 信 信
号 の う ち 同 一 の 遅 延 時 間 が 与 え ら れ 遅 延 加 算 処 理 が 適 用 さ れ る 信 号 を 加 算 す る ク ロ ス ポ イ
ン ト ス イ ッ チ と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ を 制 御 し 、 加 算 す べ き 入 力 信 号 と 、 加 算 さ
れ た 信 号 の 出 力 先 を コ ン ト ロ ー ル す る 制 御 手 段 と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り 加
算 さ れ た 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 と 、 前 記 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換
器 か ら の デ ィ ジ タ ル 信 号 を 遅 延 加 算 す る ビ ー ム フ ォ ー マ と を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 複 数 の ス イ ッ チ に よ る 前 記 複 数 の 振 動 子 の 選 択 に よ り 設 定 さ れ る 開 口 が そ の 装 置 で
実 現 可 能 な 最 大 開 口 に 比 較 し て 小 さ い 場 合 に 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り 同 一 の
遅 延 処 理 が 適 用 さ れ た 出 力 信 号 は そ れ ぞ れ 異 な る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
複 数 の 振 動 子 が 配 列 さ れ た 配 列 振 動 子 と 、 前 記 配 列 振 動 子 の う ち 使 用 す る 複 数 の 振 動 子 を
選 択 す る 複 数 の ス イ ッ チ と 、 前 記 配 列 振 動 子 の チ ャ ン ネ ル ピ ッ チ に 対 応 し て 入 力 端 子 数 が
出 力 端 子 数 の ２ 倍 よ り 多 く 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 複 数 の 振 動 子 か ら の 受 信 信
号 の う ち 同 一 の 遅 延 時 間 が 与 え ら れ 遅 延 加 算 処 理 が 適 用 さ れ る 信 号 を 加 算 す る ク ロ ス ポ イ
ン ト ス イ ッ チ と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ を 制 御 し 、 加 算 す べ き 入 力 信 号 と 、 加 算 さ
れ た 信 号 の 出 力 先 を コ ン ト ロ ー ル す る 制 御 手 段 と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り 加
算 さ れ た 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 と 、 前 記 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換
器 か ら の デ ィ ジ タ ル 信 号 を 遅 延 加 算 す る ビ ー ム フ ォ ー マ と を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ は 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ に よ る 前 記 複 数 の 振 動 子 の 選 択 に
よ り 設 定 さ れ る 開 口 が そ の 装 置 で 実 現 可 能 な 最 大 開 口 の ２ 分 の １ よ り 大 き い 場 合 に は 、 前
記 複 数 の 振 動 子 の う ち 隣 り 合 う ２ つ の 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 を 加 算 し て 、 ま た 前 記 複 数 の
ス イ ッ チ に よ る 前 記 複 数 の 振 動 子 の 選 択 に よ り 設 定 さ れ る 開 口 が そ の 装 置 で 実 現 可 能 な 最
大 開 口 の ２ 分 の １ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 開 口 が 大 き い 場 合 に 比 べ て 半 分 の ピ ッ チ で 並 ん だ
振 動 子 か ら の 受 信 信 号 を そ の ま ま 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
複 数 の 振 動 子 が 配 列 さ れ た 配 列 振 動 子 と 、 前 記 配 列 振 動 子 の う ち 使 用 す る 複 数 の 振 動 子 を
選 択 す る 複 数 の ス イ ッ チ と 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 複 数 の 振 動 子 か ら の 受 信 信
号 の う ち 同 一 の 遅 延 時 間 が 与 え ら れ 遅 延 加 算 処 理 が 適 用 さ れ る 信 号 を 加 算 す る ク ロ ス ポ イ
ン ト ス イ ッ チ と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ を 制 御 し 、 加 算 す べ き 入 力 信 号 と 、 加 算 さ
れ た 信 号 の 出 力 先 を コ ン ト ロ ー ル す る 制 御 手 段 と 、 前 記 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り 加
算 さ れ た 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 と 、 前 記 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換
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器 か ら の デ ィ ジ タ ル 信 号 を 遅 延 加 算 す る ビ ー ム フ ォ ー マ と を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ
て 、
　 開 口 の 中 心 付 近 の 受 信 信 号 が 入 力 さ れ る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 は 、 開 口 の 端 部 の 受 信 信 号 が 入 力
さ れ る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 よ り 高 い 分 解 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 配 列 振 動 子 に よ り 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な い 被 検 体 の 情 報 を 得 る た め の 超 音 波
診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 配 列 振 動 子 を 用 い て 被 検 体 に 超 音 波 の 送 受 信 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 被 検 体 の ２ 次 元 情
報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 の 原 理 は す で に 公 知 の も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 受 信 部 に つ い て 、 図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 し て
説 明 す る 。 図 ６ は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 受 信 部 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で 、
図 ７ は 、 図 ６ の ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ （ Ｃ Ｐ Ｓ ） ３ 内 の 接 続 関 係 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 複 数 の 振 動 子 １ ａ ～ １ ｐ で 構 成 さ れ る 探 触 子 ７ に よ り 被 検 体 か ら の
信 号 が 受 信 さ れ る 。 こ の と き 、 開 口 位 置 の 選 択 は 、 複 数 の ス イ ッ チ と し て の マ ル チ プ レ ク
サ （ Ｍ Ｕ Ｘ ） ２ ａ ～ ２ ｈ に よ り 行 な わ れ る 。 Ｍ Ｕ Ｘ ２ ａ ～ ２ ｈ が す べ て ａ 側 入 力 を 選 択 し
た と き に は 開 口 中 心 は １ ｄ と １ ｅ の 中 間 に な り 、 Ｍ Ｕ Ｘ ２ ａ ～ ２ ｈ が す べ て ｂ 側 入 力 を 選
択 し た と き に は 開 口 中 心 は １ ｌ と １ ｍ の 中 間 と な る 。 Ｍ Ｕ Ｘ ２ ａ ～ ２ ｈ を 順 番 に ａ 側 入 力
か ら ｂ 側 入 力 に 切 り 替 え て い く こ と で 振 動 子 １ つ 分 ず つ 開 口 が 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 Ｍ Ｕ Ｘ ２ ａ ～ ２ ｈ に よ り す べ て ａ 側 入 力 が 選 択 さ れ て い る と す る 。 こ の と き 、
ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ （ Ｃ Ｐ Ｓ ） ３ の 接 続 は 、 図 ７ の よ う に な る 。 受 信 ビ ー ム の 方 向 が
振 動 子 の 配 列 方 向 に 対 し 垂 直 で あ る 場 合 、 ａ と ｈ 、 ｂ と ｇ 、 ｃ と ｆ 、 ｄ と ｅ の そ れ ぞ れ の
信 号 に は 同 じ 遅 延 が 必 要 で あ り 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ は 加 算 し て か ら 遅 延 す る こ と が 可 能
で あ る 。 な お 、 Ｃ Ｐ Ｓ ３ は 、 制 御 部 ８ ０ に よ り 、 加 算 す べ き 入 力 信 号 と 、 加 算 さ れ た 信 号
の 出 力 先 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｃ Ｐ Ｓ ３ で 選 択 、 加 算 さ れ た 信 号 Ａ ～ Ｄ は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ａ ～ ４ ｄ に 入 力 さ れ 、 デ ィ
ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 デ ィ ジ タ ル 信 号 は ビ ー ム フ ォ ー マ （ Ｂ Ｆ ） ５ に よ り 遅 延 加 算 さ
れ 、 １ つ に ま と め ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ７ １ １ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ２ ４ １ ２ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 に お い て 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 を 行 な う 場 合 、 量 子 化 誤 差 が 発 生 す る
。 す な わ ち 、 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 を 用 い る た め 、 同 一 反 射 点 か ら の 信 号 （ 同 一 の 信 号 と み
な す ） を 異 な る ス レ ッ シ ホ ー ル ド レ ベ ル で 、 あ る い は 異 な る サ ン プ リ ン グ タ イ ミ ン グ で 変
換 す る た め 、 見 か け の 量 子 化 精 度 は Ａ ／ Ｄ 変 換 器 を 単 体 で 使 用 す る 場 合 に 比 べ 向 上 す る が
、 フ ォ ー カ ス 深 度 と 開 口 径 の 比 率 を ほ ぼ 同 一 に す る こ と に よ り 均 一 な 画 像 が 得 ら れ る た め
、 装 置 の 持 つ 最 大 開 口 が 必 要 な 深 さ に 比 べ 、 フ ォ ー カ ス 深 度 が 浅 い 場 合 に は 開 口 が 小 さ く
な り 、 使 用 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 の 数 が 少 な く な る た め に 、 見 か け の 量 子 化 精 度 が 劣 化 す る と
い う 問 題 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 開 口 が 小 さ い 場 合
に も 見 か け 上 の 量 子 化 精 度 を 向 上 さ せ る こ と で 、 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の 広 い 、 画 質 の 良 好
な 画 像 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 装 置 が 持 つ 最 大 開 口 に 比 較 し て 、 開 口 が 小 さ い
場 合 に 使 用 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 の 数 を 増 や す こ と で 見 か け の 精 度 を 向 上 さ せ る も の で あ り 、
具 体 的 に は 、 以 下 の 態 様 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り
同 じ 遅 延 時 間 を 有 す る 信 号 が 加 算 さ れ １ つ に な っ た 出 力 信 号 が 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に よ り
デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 見 か け 上 の 量 子 化 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り
同 じ 遅 延 時 間 を 有 す る 信 号 は 加 算 さ れ る こ と な く 、 そ の ま ま そ れ ぞ れ 異 な る Ａ ／ Ｄ 変 換 器
に よ り デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に も 、 見 か け 上 の 量
子 化 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 複 数 の 振 動 子 の チ ャ ン ネ ル ピ ッ チ に 対 応 し て 入 力 端 子
数 が 出 力 端 子 数 の ２ 倍 よ り 多 い ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ に よ り 、 開 口 が 大 き い 場 合 に は 、
複 数 の 振 動 子 の う ち 隣 り 合 う ２ つ の 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 が 加 算 さ れ て 、 ま た 開 口 が 小 さ
い 場 合 に は 、 開 口 が 大 き い 場 合 に 比 べ て 半 分 の ピ ッ チ で 並 ん だ 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 が 加
算 さ れ る こ と な く そ の ま ま Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に
も 、 見 か け 上 の 量 子 化 精 度 を 向 上 さ せ る こ と で で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 開 口 中 心 部 に 対 応 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 の 量 子 化 分 解 能 を
開 口 端 部 に 対 応 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 の 量 子 化 分 解 能 よ り 高 く す る 。 こ れ に よ り 、 開 口 が 小 さ
い 場 合 に も 、 見 か け 上 の 量 子 化 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に 、 単 一 の 信 号 を 複 数 の Ａ ／
Ｄ 変 換 器 で デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る こ と で 、 見 か け 上 の 量 子 化 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が
で き 、 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の 広 い 、 画 質 の 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置
を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ
ッ チ （ Ｃ Ｐ Ｓ ） ３ 内 の 接 続 関 係 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お け る
受 信 部 の 全 体 構 成 は 、 従 来 例 の 説 明 で 参 照 し た 図 ６ と 同 様 で あ る が 、 制 御 部 ８ に よ る 制 御
方 法 が 異 な り Ｃ Ｐ Ｓ ３ 内 部 の 接 続 方 法 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ に お い て 、 例 え ば 開 口 の 中 心 を 振 動 子 １ ｄ と １ ｅ の 間 に 位 置 さ せ 、 振 動 子 １ ｃ ～ １
ｆ ま で の ４ つ を 用 い て エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の と き 、 従 来 の 接
続 方 法 に よ れ ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 同 じ 遅 延 時 間 を 有 す る 振 動 子 １ ｃ と １ ｆ か ら の 受 信 信
号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ に よ り 加 算 さ れ 、 単 一 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ 例 え ば ４ ａ ） に 入 力 さ れ 、 ま た 同 じ
遅 延 時 間 を 有 す る 振 動 子 １ ｄ と １ ｅ か ら の 受 信 信 号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ に よ り 加 算 さ れ 、 単 一 の Ａ
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／ Ｄ 変 換 器 （ 例 え ば ４ ｂ ） に 入 力 さ れ 、 そ れ ぞ れ Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ａ 、 ４ ｂ に よ り デ ィ ジ タ
ル 信 号 に 変 換 さ れ た 信 号 が ビ ー ム フ ォ ー マ ５ に よ り 遅 延 加 算 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 反 射 体 か ら の 距 離 が 等 し く 同 じ 遅 延 時 間 を 有 す る 振
動 子 １ ｃ と １ ｆ か ら の 受 信 信 号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ に よ り 加 算 さ れ 、 少 な く と も ２ つ の Ａ ／ Ｄ 変 換
器 （ 例 え ば ４ ｂ と ４ ｄ ） に 入 力 さ れ 、 ま た 同 様 に 反 射 体 か ら の 距 離 が 等 し く 同 じ 遅 延 時 間
を 有 す る 振 動 子 １ ｄ と １ ｅ か ら の 受 信 信 号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ に よ り 加 算 さ れ 、 少 な く と も ２ つ の
Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ 例 え ば ４ ａ と ４ ｃ ） に 入 力 さ れ る 。 こ の よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｓ ３ か ら の 同 一 の 出
力 信 号 を 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 を 用 い て デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る こ と で 、 見 か け 上 の 量 子
化 誤 差 を 減 ら し 、 分 解 能 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 そ の 装 置 で 実 現 可 能 な 最 大 開 口 に 比 較 し て 、 例
え ば 振 動 子 が 数 個 の よ う に 開 口 が 小 さ い 場 合 に も 、 よ り 広 い ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 確 保 で
き 、 例 え ば 強 エ コ ー と 微 弱 な 血 流 信 号 か ら 血 流 を 抽 出 し 表 示 す る ド プ ラ 血 流 計 な ど に お い
て 、 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る Ｃ Ｐ Ｓ ３ 内 の 接 続 関
係 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 受 信 部 の 全 体 構 成 は 、 従 来 例
の 説 明 で 参 照 し た 図 ６ と 同 様 で あ る が 、 制 御 部 ８ に よ る 制 御 方 法 が 異 な り Ｃ Ｐ Ｓ ３ 内 部 の
接 続 方 法 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ に お い て 、 例 え ば 開 口 の 中 心 を 振 動 子 １ ｄ と １ ｅ の 間 に 位 置 さ せ 、 振 動 子 １ ｃ ～ １
ｆ ま で の ４ つ を 用 い て エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の と き 、 従 来 の 接
続 方 法 に よ れ ば 、 同 じ 遅 延 時 間 を 有 す る 振 動 子 １ ｃ と １ ｆ か ら の 受 信 信 号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ に よ
り 加 算 さ れ 、 単 一 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ 例 え ば ４ ａ ） に 入 力 さ れ 、 ま た 同 じ 遅 延 時 間 を 有 す る
振 動 子 １ ｄ と １ ｅ か ら の 受 信 信 号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ に よ り 加 算 さ れ 、 単 一 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ 例 え
ば ４ ｂ ） に 入 力 さ れ 、 そ れ ぞ れ Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ａ 、 ４ ｂ に よ り デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ
た 信 号 が ビ ー ム フ ォ ー マ ５ に よ り 遅 延 加 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 反 射 体 か ら の 距 離 が 等 し く 同 じ 遅 延 時 間 を 有 す る 振
動 子 １ ｃ と １ ｆ か ら の 受 信 信 号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ の 内 部 で は 加 算 さ れ ず 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た ２ 系
統 の 信 号 と し て 別 々 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ 例 え ば ４ ａ と ４ ｄ ） に 入 力 さ れ 、 ま た 同 じ 遅 延 時 間
を 有 す る 振 動 子 １ ｄ と １ ｅ か ら の 受 信 信 号 も 加 算 さ れ ず 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た ２ 系 統 の 信 号
と し て 別 々 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ 例 え ば ４ ｂ と ４ ｃ ） に 入 力 さ れ る 。 こ の よ う に 、 使 用 す る Ａ
／ Ｄ 変 換 器 を 増 や す こ と で 、 見 か け 上 の 量 子 化 誤 差 を 減 ら し 、 分 解 能 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に も 、 よ り 広 い ダ イ ナ ミ ッ ク
レ ン ジ が 確 保 で き 、 例 え ば 強 エ コ ー と 微 弱 な 血 流 信 号 か ら 血 流 を 抽 出 し 表 示 す る ド プ ラ 血
流 計 な ど に お い て 、 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 受 信 部 の 全 体 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 は 、 従 来 例 、 第 １ の 実 施 の 形 態 お よ
び 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 説 明 で 参 照 し た 図 ６ と は 、 複 数 の 振 動 子 １ ａ ａ ～ １ ｐ ｂ を 有 す る 配
列 振 動 子 の チ ャ ン ネ ル ピ ッ チ を 半 分 に し 、 こ れ に 合 わ せ て 、 図 ６ の Ｍ Ｕ Ｘ ２ ａ ～ ２ ｈ の ２
倍 の 個 数 の Ｍ Ｕ Ｘ ２ ａ ａ ～ ２ ｈ ｂ と 、 図 ６ の Ｃ Ｐ Ｓ ３ の 入 力 端 子 数 の ２ 倍 の 入 力 端 子 数 を
有 す る Ｃ Ｐ Ｓ ３ ０ と が 設 け ら れ て い る 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ Ａ は 、 通 常 の モ ー ド （ 開 口 が そ の 装 置 で 実 現 で き る 最 大 開 口 （ Ｃ Ｐ Ｓ ３ ０ へ の 入 力
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数 ） に 比 べ て 半 分 以 上 の 場 合 ） に お け る Ｃ Ｐ Ｓ ３ ０ 内 の 接 続 関 係 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 こ
の モ ー ド で は 、 隣 り 合 う ２ つ の 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 が Ｃ Ｐ Ｓ ３ ０ 内 で 加 算 さ れ る 。 つ ま
り 、 配 列 振 動 子 は 通 常 の チ ャ ン ネ ル ピ ッ チ で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 ４ Ｂ は 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に お け る Ｃ Ｐ Ｓ ３ ０ 内 の 接 続 関 係 を 示 す 模
式 図 で あ る 。 こ の モ ー ド で は 、 図 ４ Ａ の よ う に 隣 り 合 っ た 振 動 子 の 信 号 加 算 さ れ る こ と が
な い た め 、 通 常 の 半 分 の ピ ッ チ で 並 ん だ 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 が 独 立 し て 処 理 さ れ る 。 こ
の 結 果 、 デ ィ ジ タ ル 変 換 に 用 い ら れ る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 の 数 は ２ 倍 に な り 、 加 算 出 力 の ビ ッ ト
数 が １ ビ ッ ト 増 え る た め 、 見 か け 上 の 量 子 化 誤 差 を 減 ら し 、 分 解 能 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に も 、 よ り 広 い ダ イ ナ ミ ッ ク
レ ン ジ が 確 保 で き 、 例 え ば 強 エ コ ー と 微 弱 な 血 流 信 号 か ら 血 流 を 抽 出 し 表 示 す る ド プ ラ 血
流 計 な ど に お い て 、 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 受 信 部 の 全 体 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 は 、 従 来 例 、 第 １ の 実 施 の 形 態 １ お
よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 説 明 で 参 照 し た 図 ６ と は 、 出 力 ビ ッ ト 数 が 異 な る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 を
混 在 さ せ て い る 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ に お い て 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ａ 、 ４ ｄ は １ ０ ビ ッ ト の 分 解 能 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ｂ 、 ６
ｃ は １ ２ ビ ッ ト の 分 解 能 を 持 っ て お り 、 Ｃ Ｐ Ｓ ３ の 設 定 に よ り 、 開 口 の 中 心 に 対 応 す る 信
号 Ｂ 、 Ｃ は １ ２ ビ ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ｂ 、 ６ ｃ に 供 給 さ れ 、 開 口 端 部 に 対 応 す る 信 号 Ａ
、 Ｄ は １ ０ ビ ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ａ 、 ４ ｄ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 結 果 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に １ ２ ビ ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ｂ 、 ６ ｃ が 使 用 さ れ る こ と
で 、 少 な い チ ャ ン ネ ル 数 に 起 因 し た 量 子 化 分 解 能 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き 、 か つ 、 １ ０ ビ
ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 と 混 在 さ せ て 使 う こ と で 、 コ ス ト の 増 大 を 少 な く す る こ と が で き る 。
つ ま り 、 こ の 方 法 で は 、 特 に 分 解 能 が 不 足 す る 開 口 が 小 さ い 場 合 に お い て 、 小 さ い 開 口 で
使 用 す る 振 動 子 か ら 得 た 信 号 を 、 １ ０ ビ ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に 比 較 し て 分 解 能 の 高 い （ ダ
イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の 広 い ） １ ２ ビ ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 で デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る こ と で
、 全 て １ ２ ビ ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 を 使 う 場 合 に 比 べ て 安 価 に 、 全 て １ ２ ビ ッ ト の Ａ ／ Ｄ 変
換 器 を 使 う 場 合 に 近 い 性 能 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に も 、 よ り 広 い ダ イ ナ ミ ッ ク
レ ン ジ が 確 保 で き 、 例 え ば 強 エ コ ー と 微 弱 な 血 流 信 号 か ら 血 流 を 抽 出 し 表 示 す る ド プ ラ 血
流 計 な ど に お い て 、 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 開 口 が 小 さ い 場 合 に 、 単 一 の 信 号 を 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換
器 で デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る こ と で 、 見 か け 上 の 量 子 化 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、
ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の 広 い 、 画 質 の 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 し 、 医
療 等 の 用 途 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る Ｃ Ｐ Ｓ ３ 内 の 接 続 関 係
の 一 例 を 示 す 模 式 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る Ｃ Ｐ Ｓ ３ 内 の 接 続 関 係
の 一 例 を 示 す 模 式 図
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 受 信 部 の 全 体 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ Ａ 】 開 口 が 大 き い 場 合 に お け る 図 ３ の Ｃ Ｐ Ｓ ３ ０ 内 の 接 続 関 係 を 示 す 模 式 図
【 図 ４ Ｂ 】 開 口 が 小 さ い 場 合 に お け る 図 ３ の Ｃ Ｐ Ｓ ３ ０ 内 の 接 続 関 係 を 示 す 模 式 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 受 信 部 の 全 体 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 受 信 部 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ７ 】 図 ６ の 従 来 の Ｃ Ｐ Ｓ ３ 内 の 接 続 関 係 の 一 例 を 示 す 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ａ ～ １ ｐ 、 １ ａ ａ ～ １ ｐ ｂ 　 振 動 子
　 ２ ａ ～ ２ ｈ 、 ２ ａ ａ ～ ２ ｈ ｂ 　 マ ル チ プ レ ク サ （ Ｍ Ｕ Ｘ ）
　 ３ 、 ３ ０ 　 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ （ Ｃ Ｐ Ｓ ）
　 ４ ａ ～ ４ ｄ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 器
　 ５ 　 ビ ー ム フ ォ ー マ （ Ｂ Ｆ ）
　 ７ 　 探 触 子
　 ８ 、 ８ ０ 　 制 御 部
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【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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